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燕市のツバメはショウドウツバメ？

』 J

どういう縁で＝か，燕電報電話局勤務となった。

鳥をやっているからツバメ（燕）配属となった

わけではないが，何か妙な気分である。

と乙ろで，乙の燕市の地名の由来であるがな

ぜ燕となったのかは，残念ながらわからなし、。

鳥のツバメに関係あるのではないかと，ひとり

で想像して楽しんでいるだけである。たとえば，

妙高の「燕温泉」はイワツバメが沢山見えるか

らだと聞かされているし，燕市も何かあるのだ

ろうと思っている。

しかしながら， ζの燕市は，イワツバメを見

る機会は少いととはないが，けっして多い数で

」 はない。ツバメとイワツバメは，ほぼ同数位と

思える。中之口川沿いにはイワツバメ，市街地

柏崎市 長谷川和正

ではツバメをそれぞれ観察できる。乙のように

イワツバメもツバメも，そんなに多くないのに

どうして燕となったのか，常々疑問jζ思ってい

たと乙ろ， 9月に入りそのメゾが解けたのであ

る。ショウドウツバメの大群が，燕市をおそっ

たのである。新興住宅街を，水田上を飛びかう

ショワドウツバメの数の多さ。水田上を飛ぶシ

ョウドウツバメは，簡をめざしていない。弥彦

山の少し南へ向けて飛んでいた。乙の大群も 10

月IC入るとまったく姿を消してしまった。

最初はとの地に住んだ人は，乙のショウドウ

ツバメの大群を見て，燕と名づけたのだろうと，

ひとり想像して楽しんでいる。

情相帽脚H何個嶋骨耐州持制
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（ショウドウツバメの大群 '7 9. 9. 1 7 燕市にて）
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烏獣保護法の解説（2)

＠鳥獣の捕痩許可

鳥獣保護による鳥獣の捕獲許可は，野生J鳥

獣lζ担られ，ノライヌ，ノネコ，ネズミ，モ

グラ，アザラシ等の海獣は含まれない。

法第 12条lζ適用除外として，

(I ）学術研究のための許可

乙れは，標識調査，医学上の必要iとよる

場合，生態研究などであり，原則として公

的の機関iζ対して必要により一般に禁止さ

れている鳥獣の捕獲を認めるわけである。

許可権者はすべて環境庁長官となる。従っ

てスズメ，カラスなどの狩猟鳥であっても，

学術研究による場合は環境庁長官の権限と

なる。

(2）有害鳥獣の駆除

乙れは鳥獣の種によってζとなるわけで

あり，カスミ網を使用する方法以外の猟法

で，狩猟鳥獣，ダイサギ，チユウサギ，コ

サギ， トピ， ドバト，ムクドリ，オナガ，

サル， ミンク，ハクピシン，メスジカ及び

ノヤギを有害鳥獣の目的で駆除する溺合の

捕獲は，県知事が許可権者であり，その他

の湯合は環境庁長官となるわけである。従

ってアオサギを有害鳥獣で駆除する場合は

間 辰

県知事でになく環境庁長官となるわけであ

る。

(3）愛玩周のための許可

とれは本年4月16日から，環境庁長官権

限となる種類は公的機関でのみ認め個人V

は認めない方針となった（4月J6日以前）

に飼育していた場合は除外される。 ）

現在県知事の権限で許可できるのは， ；（－＇

ジロ，ウグイス，ウソ，ホオジロ，マヒワ

の5種類だけであり，あとはすべて環境庁

長官の権限となる。

乙ζで問題となるのは，狩猟鳥獣につい

てである。 ζの場合は，猟期（ 11月15B 

～翌年2月15日）に法定猟具を使わないで

（狩猟鳥獣は狩猟免状を受け狩猟者登録を

しなければできなし、）素手でスズメやカラ

スを捕獲して飼育する場合なんらの許可も

必要としないわけである。しかし猟期が終

了した後に捕獲する場合は，たとえスズメ

であっても環境庁長官の権限になるわけでJ

ある。

従って本年4月 16日以降，ヤマガラ， ．ヒ

ノイリ，オオノレリ，キビタキ， ヒガラなどは，

新潟県では1羽も許可になっていない。

私の好きな烏

チリ取り，島取り（遊びの一番），借金取り

と，とりにも多種類ありますが，私が乙とで話

円

4

柏崎市 一J高 橋

題Kしますのは，勿論生命ある鳥についてです

が，何分にも経験浅く多くの種類は知っていま



せん。

今まで私が自分一人で見分けられた鳥は，ど

く身近なものばかりですが，中でもキセキレイ

や，セグロセキレイは家の近くに巣がありまし

て，一番初めに覚えた烏です。

さえずりを聞いて外へ出ると，黄色で，長い

尾をいそがしそうに上下させていました。乙れ

が私にとってはスズメやカラス以外に出会った

最初の鳥です。

以来モズ，コゲラ，ヒヨドリ，ヤマガラ，シ

＇：：；ュウカラ，ホオジロ，ウソ，ムクドリなどな

ぞ…………が肉眼で観察した中で印象深い私の

」芳子きな鳥です。

雪の自に見たウソは，梅のつぼみを何の気が

ねもなしについばんでいましたし，三年前iζは

校庭でよくムクドリの姿を見ました。乙の鳥は

その後も随所で観察できますが，ズングリした

姿はいつみても憎めない無邪気さを感じさせま

す。パンディング（鳥類標識調査）の時によく

みるオオジュリン，カシラダカなど，乙んな小

さな生き物が広い大地を渡って行くかと思うと，

その強い生命力に感嘆し，ふと童話の青い烏を

思い出します。やはり私が好きなのは，鳥が普

通の自然なしぐさを見せてくれた時，野生の姿

にふれた時といえます。たとえばスズメが二本

足いっしょにピョンととんだり，ハトは歩く時

i乙首を前に出したり引っ乙めたりしますね。

珍らしい烏は，そう見つかるものでもないし，

カゴの鳥はどうも好きではありません。

毎年訪れてくるとく当り前になった烏を，山

花出かけたり，たまたま道を歩いていた時花見

つけ，それが何であるかわかるそういう自然き

が好きです。乙れからも採鳥する乙との楽しさ

発見のおどろきを大切にしたいと思っています。

紙面の関係で先号までにのせられなかった’鳥だより．の投稿を， 今号にできるだけ

多くのせました。

。上越プロック 担当 山本明 ＠中越ブロック 担当 大島基

5. 5 中津川上流

5. 13 清津川上流

｝ 例年その年の野鳥の初認を記録しております コノハズク

のでお知らせいたします。 （ ）は昨年のもの。 ，， 

ムクドリ 2. 14 ( 3. 3) エソ’ムシクイ

ツノイメ 4. ( 5. 14 ) アカショウピン

ウグイス 4. 6 ( 5. 19 ) ヤマセミ

ブッポウソウ 5. 11 ( 5. 14 ) ，， 

ホトトギス 5. 22 ( 5. 18 ) オシドリ

アオパズク 5. 2 5 ( 5. l 4 ) 

カッコウ 5. 29 ( 5. 19) 

以上，東顕城郡松代町iζて。（観察者関谷八郎）

5. 13 I/ 

5. 20 清津峡入口附近

7. 27 中津川上流

8. 23 銀山湖支流

8. 2 3 I/ 

以上（観察者桑原民生）

ジュウイチ（l) 5: 23 三島郡与板町丘陵地

ノジコ (1) 6. 6 

qo 



ツパメチドリ 8. 31 三島郡与坂町信濃川｜

両日とも（3) 9. 9 ，， ，， 

10月14日 与板橋下流Kて観察。パン，カイ

ツブリ，カJレガモ，オナガ「ガモ，マガモ，コガ

モ（多），キンクロハジロ（5 ），アオサギ，

コサギ，ゴイサギ，カシラダカ，オオジュリン，

ピンズイ，アオジ，ハクセキレイ等でした。

以上（観察者渡辺弘雄）

カワセミ (1) 7. 31 六日町坂戸

ハクセキレイ（2) 8. 17 六日町駅前。毎年乙

の頃より同じ場所で観察できる。

コシアカツバメ 8. ? 六日町坂戸。ツバメ

の成鳥群lζまざっていた。

以上（観察者木下弘）

キンクロハジロU~9. 29 

スズガモ 日1)

ホシハジロ (2) 

ヨシガモ (]) 

小千谷発電所調整

地にて。 II 

，， 

，，， 

その他カモ類合計 283羽

アジサシ (5) 10. 2 信濃川小千谷地区

キアシシギ（4) 1 0. 9 

ヤマセミ ( 1) 10. 1 8信濃Jtl小千谷地区

以上（観察者中山正則）

9月17日大河津分水にて観察。ケリ（120)

オオソリハシンギ（ 1 ），チュウシャクシギ

( 1 ），ムナグロ （2) . トウネン（60 ) . 

オオハクチョウ 1羽，ハクチョウ（大小不明

) 1羽が7月より9月15日まで・。

以上（観察者渡辺央）

＠下越プロック 担当 小野島 学

8月25日新潟市五十嵐2の町海岸κて。
ウネン（56），ウミネコ（226)• ソリハシグ

ギ（1 ），ハマシギ（ 1 ）。

8月26日新潟市五十嵐3の町の海岸にでごJ

トウネ ン（300＋），キアシシギ（30+) .オパ

シギ（50＋），ソリハシシギ（3），チュウシヤ・

クシギ（ 1 ），へラシギ（1 ），コオパシギ

( 1 ），ハマシギ（3 ），サルハマシギ（1 ) • 

キョウジョシギ（1 ），イソシギ（1 ），シロ

チドリ（2) • ショウドウツノイメ（30+) • 

セッカ（2）。

以上（観察者町田喜彦）

911局かSのお知S世
もうすっかり冬鳥の季節になりました。屋椴

の上のスズメも心なしか寒むそう。いかがお過

しでしょうか。コタツやス卜ープの近くにばか

りいないで，野外lζ採烏』ζ出かけて見ませんか。

仲間lζ会ったら声をかけあってみて下さい。

。会員名簿，フレッシュなものをお届けします。

会員同士の連絡等にお使いいただけたら幸い

です。

。各地の鳥だよりをお寄せ下さい。

。鳥に関係した投稿をおまちしています。

。昭和54年度の会費を納入下さい。年額 1,000

円です。支部運営lζ御協力下さい。

。 79年もあとわずか，来年も探鳥会でお会い）ー

いたしましょう。皆様よいお年をお迎え下さい ( 
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振替 新潟 6002
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